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伯耆町議会へのお問い合わせ、ご意見をお待ちしております ！
伯耆町ホームページから、「議会の情報」 → 「議会事務局」ページ項目最下部

「オンラインによるお問い合わせ、ご意見はこちら」に進んでいただくと送信できます。

令和５年７月１日現在 前年同月比
人の動き

△123人

△78人

△45人

1世帯

10,361人

4,975人

5,386人

 3,875世帯

人 口
(男)
(女)

世帯数



第74号 伯耆町議会だより

（2）

議
案
番
号

大
床
　
桂
介

上
田
　
博
文

片
岡
　
千
明

長
谷
川
　
満

杉
本
　
大
介

乾
　
　
　
裕

永
井
　
欣
也

杉
原
　
良
仁

一
橋
　
信
介

渡
部
　
　
勇

細
田
　
　
栄

幅
田
千
富
美

大
森
　
英
一

勝
部
　
俊
德

29 専決処分について（伯耆町税条例の一部改正について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ −

30 専決処分について（伯耆町国民健康保険税条例の一部改正について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ −

31 工事請負契約の締結について（桝水フィールドステーション長寿命化工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ −

32 令和５年度伯耆町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ −

33 令和５年度伯耆町水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ −

34 令和５年度伯耆町丸山地区専用水道事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ −

（※）勝部俊德議員は議長のため採決に参加していない。

件　　名

議員名（議席番号順）

議案等に対する各議員の賛否（令和５年５月臨時議会）

3,247万円
伯者町価格高騰重点支援給付金支給事業

1,210万円
子育て世帯生活支援特別給付金給付事業

5,105万円
上水道事業・丸山地区専用水道事業繰出金

主な事業

住民税非課税世帯対象
1世帯当たり 3万円支給

155万円
給食センター管理事業

学校給食費補助
1食当たり 10円増額

低所得の子育て世帯対象
子供1人当たり 5万円支給

上水道基本料金の減免
（１年間分）

令和5年 第2回臨時議会（令和5年5月11日）

一般会計補正予算（第1号）可決 補正額 9,700万円増
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新常任委員会構成決まる新常任委員会構成決まる
（令和 5 年 5 月 11 日改選　任期：令和 7 年 4 月 30 日まで）

　

伯
耆
町
議
会
も
令
和
３
年

の
改
選
時
か
ら
、
後
半
の
３

年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
議
長
と
し
て
「
安

全
・
安
心
か
つ
持
続
力
の
あ

る
伯
耆
町
」の
実
現
に
向
け
、

議
会
が
持
て
る
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
る
決
意
で
あ
り

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
町
議
会
に
対
し
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

議　長

勝部　俊德

　

折
り
返
し
の
任
期
と
な
り

ま
す
後
期
は
、
議
会
改
革
等

全
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
諸
提

案
、
町
民
の
声
を
具
体
化
す

る
た
め
、
前
期
に
増
し
て
精

力
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

り
ま
す
。議
長
を
中
心
に「
町

民
に
寄
り
添
う
地
方
自
治
」

を
合
言
葉
に
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
、
仕
上
げ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

副議長

大森　英一

　

伯
耆
町
の
繁
栄
と
発
展
の

た
め
、
そ
し
て
町
民
の
皆
様
の

暮
ら
し
向
上
の
た
め
、
皆
様
の

声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
様
々

な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
、

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
活
動
で
き

る
委
員
会
作
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
町
の
よ
り
よ
い
未
来
を

築
い
て
い
く
た
め
、
委
員
会
一

同
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。 総

務
経
済常

任
委
員
会委員長

杉本　大介

副
委
員
長　

上
田　
博
文

委　
　

員　

大
森　
英
一

委　
　

員　

細
田　
　
栄

委　
　

員　

渡
部　
　
勇

委　
　

員　

一
橋　
信
介

委　
　

員　

杉
原　
良
仁

　

議
会
基
本
条
例
に
規
定
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
予
算
、決
算
、

条
例
や
行
政
課
題
等
の
案
件

の
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
議

員
全
員
が
慎
重
か
つ
自
由
活

発
な
討
議
を
行
い
、
議
論
を

尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
委
員
会
の
運
営
に
引
き
続

き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

予
算
決
算
等

常
任
委
員
会委員長

永井　欣也

副
委
員
長　

幅
田
千
富
美

委　
　

員　

全　
議　
員

　

現
在
進
行
形
の
子
育
て
・

教
育
の
視
点
を
活
か
し
な
が

ら
、
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
は
じ
め
と
し
、
共
生

社
会
に
向
け
た
交
流
の
基
盤

づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
の
皆
様
の
生

活
や
福
祉
の
向
上
に
あ
た

り
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
で

減
少
傾
向
に
あ
る
地
域
力
を

持
続
さ
せ
る
取
り
組
み
に
力

を
入
れ
、
老
若
男
女
多
世
代

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
力
強
く

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
よ
り
良
い
教
育
と
よ
り

豊
か
な
生
活
を
築
く
た
め
に

引
き
続
き
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

教
育
民
生常

任
委
員
会委員長

長谷川　満

副
委
員
長　

片
岡　
千
明

委　
　

員　

勝
部　
俊
德

委　
　

員　

幅
田
千
富
美

委　
　

員　

永
井　
欣
也

委　
　

員　

乾　
　
　
裕

委　
　

員　

大
床　
桂
介

　

様
々
な
媒
体
を
通
し
て
、
町

民
の
皆
様
に
、
よ
り
わ
か
り
易

い
議
会
活
動
を
伝
え
て
い
け
る

よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報常

任
委
員
会委員長

片岡　千明

副
委
員
長　

大
床　
桂
介

委　
　

員　

大
森　
英
一

委　
　

員　

杉
本　
大
介

委　
　

員　

長
谷
川　
満

委　
　

員　

上
田　
博
文

副
委
員
長　

杉
本　
大
介

委　
　

員　

永
井　
欣
也

委　
　

員　

長
谷
川　
満

委　
　

員　

片
岡　
千
明

議
会
運
営
委
員
会委員長

一橋　信介

　

議
会
の
開
催
に
つ
い
て
は

行
政
と
の
調
整
は
も
ち
ろ
ん

の
事
、
議
員
の
皆
様
に
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
議
会
が
円

滑
に
進
む
よ
う
議
会
運
営
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
を
致
し
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
町
民
と

語
る
会
の
充
実
や
議
会
の
あ

り
方
、
住
民
自
治
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
改
革

調
査
特
別
委
員
会委員長

乾　　　裕

副
委
員
長　

渡
部　
　
勇

委　
　

員　

全　
議　
員
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主な議案の採決結果（〇賛成 ×反対）

議
案
番
号

大
床
　
桂
介

上
田
　
博
文

片
岡
　
千
明

長
谷
川
　
満

杉
本
　
大
介

乾
　
　
　
裕

永
井
　
欣
也

杉
原
　
良
仁

一
橋
　
信
介

渡
部
　
　
勇

細
田
　
　
栄

幅
田
千
富
美

大
森
　
英
一

勝
部
　
俊
德

35 専決処分について
（令和５年度伯耆町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号））○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ × ○ −

36 専決処分について
（令和５年度伯耆町索道事業特別会計補正予算（第１号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ × ○ × ○ −

37 伯耆町農業委員会委員の任命について（亀山　英登） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ 〇 ○ −
38 伯耆町農業委員会委員の任命について（畑　 嘉夫） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ 〇 ○ −
39 伯耆町農業委員会委員の任命について（長谷川　幹子） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ 〇 ○ −
40 伯耆町農業委員会委員の任命について（内藤　陽博） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ 〇 ○ −
41 伯耆町農業委員会委員の任命について（安酸　 昭） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ 〇 ○ −
42 伯耆町農業委員会委員の任命について（中曽　和好） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ 〇 ○ −
43 伯耆町農業委員会委員の任命について（野坂　悟） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ 〇 ○ −
44 伯耆町農業委員会委員の任命について（加川　賢明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ 〇 ○ −
45 伯耆町印鑑条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ × ○ −
46 伯耆町早期退職希望者の募集及び認定に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ −
47 物品購入契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ −
48 令和５年度伯耆町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ × ○ ○ −

発議案第４ 議案第 48 号　令和５年度一般会計補正予算（第２号）に対す
る附帯決議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ −

発議案第５ 地方財政の充実・強化を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ −
発議案第６ 議会広報常任委員会の行政調査について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ −

（※）勝部俊德議員は議長のため採決に参加していない。

件　　名

議員名（議席番号順）

議案等に対する各議員の賛否（令和５年６月定例会）

令和５年度令和５年度 伯耆町一般会計 伯耆町一般会計
補正予算補正予算（第2号）（第2号）可決可決

補正前 74億6,900万円
補正額 3,800万円
補正後 75億700万円

1,000万円農業振興基金積立金 2,489万円新型コロナウイルス
ワクチン接種対象事業

349万円除雪機械
購入単独補助事業 267万円生活保護システム

改修委託料

主な事業
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議
案
第
45 

号

伯
耆
町
印
鑑
条
例
の

一
部
改
正

★
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

　
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付

Ｑ 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
７
月

１
日
か
ら
開
始
と
い
う

こ
と
だ
が
、
手
数
料
は

い
く
ら
か
。

Ａ 

現
行
の
手
数
料
と
同
額
。

Ｑ 

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
場

合
の
対
応
は
。

Ａ 

決
め
ら
れ
た
手
順
に
よ

り
、県
、国
に
報
告
す
る
。

そ
の
後
に
、
国
が
公
表

を
行
う
こ
と
に
な
る
。

Ｑ 

役
場
の
窓
口
で
も
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

交
付
さ
れ
る
の
か
。

Ａ 

印
鑑
証
明
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
印
鑑
登
録

証
が
必
要
で
あ
る
。

議
案
第
48 

号

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

○
長
期
継
続
契
約
に
つ
い
て

①
鬼
の
伝
承
公
園

　
ト
イ
レ
管
理

Ｑ 

具
体
的
な
契
約
内
容
は

Ａ 

年
６
回
の
ゴ
ミ
な
ど
の

除
去
と
貯
水
量
の
点
検
、

年
２
回
の
微
生
物
や
活

性
炭
の
補
充
及
び
沈
殿

汚
泥
の
除
去
。

Ｑ 

競
争
入
札
で
の
契
約
か
。

Ａ 

こ
の
業
務
は
、
近
隣
で

は
１
社
し
か
実
施
し
て

い
な
い
。

②
保
育
所
機
械
警
備
業
務

Ｑ 

こ
の
警
備
業
務
契
約
の

な
か
に
、
避
難
訓
練
業

務
も
含
ま
れ
る
か
。

Ａ 

避
難
訓
練
は
別
契
約
。

③
地
図
管
理
シ
ス
テ
ム
契
約

Ｑ 

地
籍
調
査
地
図
管
理
シ

ス
テ
ム
の
契
約
内
容
は
。

Ａ 

地
籍
調
査
済
み
の
デ
ー

タ
だ
け
で
な
く
未
調
査

の
公
図
も
電
子
化
す
る
。

④
写
真
美
術
館
浄
化
槽
管
理

Ｑ 

美
術
館
の
浄
化
槽
を
町

下
水
道
に
繋
げ
る
考
え

は
な
い
か
。

Ａ 

担
当
課
と
協
議
し
て
み

る
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

①
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
ワ
ク
チ
ン
接
種

Ｑ 
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
で
二
価
ワ
ク
チ
ン

と
従
来
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
方
法
は
。

Ａ 

12
歳
以
上
の
１
．
２
回

目
は
従
来
型
、
３
回
目

以
降
は
二
価
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
。

②
小
型
除
雪
機
購
入
補
助

Ｑ 

小
型
除
雪
機
の
取
扱
に

つ
い
て
安
全
性
が
危
惧

さ
れ
る
。
傷
害
保
険
を

含
め
て
指
導
が
必
要
で

な
い
か
。

Ａ 

安
全
に
使
用
で
き
る
よ

う
業
者
含
め
て
説
明
す

る
と
と
も
に
、
傷
害
保

険
に
つ
い
て
も
周
知
す

る
。

Ｑ 

小
型
除
雪
機
は
、
町
か

ら
出
動
要
請
を
か
け
る

の
か
。

Ａ 

想
定
し
て
い
な
い
が
、

必
要
が
あ
れ
ば
検
討
す

る
。

③
ジ
ュ
ニ
ア

　
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
in

　
伯
耆
大
会
の
中
止

Ｑ 

大
会
の
中
止
に
よ
る
減

額
補
正
に
つ
い
て
議
会

協
議
の
前
に
大
会
協
賛

企
業
や
関
係
者
へ
の
中

止
の
周
知
及
び
大
会
補

助
の
取
り
下
げ
申
請
す

る
こ
と
は
異
常
な
こ
と

で
あ
る
。

Ａ 

中
止
決
定
は
実
行
委
員

の
意
見
を
聞
き
、
実
行

委
員
会
で
決
定
し
た
。

　

 

協
賛
企
業
へ
の
周
知
を

優
先
し
、
議
会
へ
の
報

告
が
事
後
報
告
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
お

詫
び
す
る
。

※
そ
の
他
の
委
員
の
意
見

・
大
会
中
止
の
要
因
と
な
っ

た
熱
中
症
対
策
は
も
っ
と

早
く
か
ら
検
討
す
べ
き
。

・
参
加
希
望
し
て
い
る
子
ど

も
達
へ
の
配
慮
を
し
て
欲

し
い
。

・
大
会
中
止
に
よ
り
町
民
運

動
会
な
ど
、
他
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
へ
の
参
加
者
が
減

少
し
な
い
よ
う
努
力
し
て

欲
し
い
。

議
案
第
46 

号

伯
耆
町
早
期
退
職
希
望
者
の

募
集
及
び
認
定
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

Ｑ 

最
近
の
早
期
退
職
者
の

状
況
は
。

Ａ 

近
年
は
毎
年
１
名
程
度
。

議
案
第
47 

号

物
品
購
入
契
約
の
締
結

（
除
雪
車
両
の
購
入
）

★
除
雪
機
械
購
入

Ｑ 

こ
の
除
雪
車
両
の
利
用

方
法
は
。

Ａ 

除
雪
業
者
に
貸
与
す
る
。

Ｑ 

こ
の
車
両
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
は
。

Ａ 

そ
の
都
度
、
業
者
か
ら

見
積
を
と
っ
て
行
う
。

予
算
決
算
等
常
任
委
員
会
審
査
報
告

◎
令
和
５
年
６
月
12
日
に
、質
疑
と
審
査
を
行
い
、付
託
さ
れ
た
４
議
案
に

つ
い
て
は
、原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。一
般
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）に
対
し
て
附
帯
決
議
の
提
出
を
全
会
一
致
で
決
定
。

数
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、そ
の
中
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
会
と
し
て
の

　
　
　
　
意
見
集
約

本
委
員
会
で
は
、
付
託

さ
れ
た
４
議
案
を
す
べ

て
可
決
し
た
上
で
、
ジ
ュ

ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

in
伯
耆
大
会
中
止
に
よ

る
減
額
の
補
正
予
算
に

対
し
て
は
、
議
会
と
十

分
な
協
議
が
行
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
中
止
が
決

定
さ
れ
こ
と
に
対
し
て
、

本
会
議
に
附
帯
決
議
を

発
議
す
る
こ
と
を
委
員

全
員
で
可
決
し
た
。

小型除雪機

鬼の伝承公園のトイレ
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議案第 48 号 令和５年度伯耆町一般会計補正予算（第２号）に対する附帯決議

　オールジャパンジュニアトライアスロン in 伯耆事業は、令和５年度伯耆町一般会計当初予算において予算計上され、
令和５年３月定例会において当該事業を含む予算を原案可決したところである。当該事業は、夏季開催に伴う出場者やス
タッフ等の熱中症対策への危惧並びにボランティアスタッフ等の確保の困難等の理由により、当該事業の令和５年度以降
の実施はしないとの旨が、令和５年５月 11 日開催の伯耆町議会全員協議会において本町議会に対し報告された。しかし
ながら、議決した予算事項について、議会協議等を経ずに令和５年度以降の開催の中止を決定し、外部へ周知されたことは、
相当拙速な対応と言わざるを得ない。
　よって議会は下記の事項を決議する。

記
　
1. 予算執行議決をした事業の執行方針の変更等、重要な変更が生じた場合には議会にも十分に協議されたい。
2. 上記１の重要な変更決定をする際には、関係機関並びに関係団体等の意見聴取等を十分にされたい。
以上、決議する。

　　令和５年 6 月 16 日
鳥取県西伯郡伯耆町議会

※附帯決議とは…議会又は委員会における審議の対象となった案件（事件）の議決に当たって、その議決に付帯して付
ける意見、要望等に係る決議を言います。附帯決議は議決の条件ではなく、事実上の意思表明になり
ます。附帯決議に法的拘束力はありません。
ただし、議会の意思や理念が示されているため、政府や地方行政の執行部はないがしろにはできない
ものとなっています。

オールジャパンジュニアトライアスロンイン in 伯耆大会中止について
合併後初の一般会計補正予算に対する附帯決議を可決

　予算決算等常任委員会では、議会軽視ともとれる今回の事案に対し、議案第４８号一般会計補正予算（第２号）につ
いては、賛成多数で可決した上で、再発防止のため附帯決議を、予算決算等常任委員会提案により本会議に発議するこ
とを全委員が異議なく決定した。
　これにより令和５年度伯耆町一般会計補正予算（第２号）に対する附帯決議が、本会議で発議され、全会一致で可決され、
伯耆町合併後、初めて附帯決議を町長に提出した。

● 

大
会
中
止
に
至
る
経
過

 

・
令
和
５
年
３
月
17
日
…
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
開
催

含
む
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
を
議
会
で
可
決
。

 

・
令
和
５
年
３
月
24
日
…
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
常
任
委
員

会
で
中
止
す
る
方
針
を
委
員
に
説
明
。

 

・
令
和
５
年
４
月
18
日
…
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
実
行
委
員

会
を
開
催
し
、
正
式
に
今
後
の
大
会
中
止
を
決
定
。

 

・
令
和
５
年
４
月
26
日
…
大
会
関
係
者
に
大
会
中
止
の
案
内
を
送

付
。

 

・
令
和
５
年
５
月
２
日
…
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
の
助
成
事

業
中
止
の
申
請
書
発
送
。

 
・
令
和
５
年
５
月
11
日
…
臨
時
議
会
の
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、

教
育
委
員
会
か
ら
口
頭
で
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
イ
ン
伯
耆
の
大
会
を
熱
中
症
対
策
等
に
よ
り
、
令

和
５
年
度
か
ら
の
中
止
を
報
告
。

● 

ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
中
止
の
理
由

 ･

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
す
る
対
応
の
不
安

 ･

熱
中
症
な
ど
猛
暑
の
安
全
確
保
が
困
難

 ･

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
実
行
委
員
及
び
協
賛
企
業
等
の
確
保
の
困
難

が
予
想
さ
れ
る
。

 

・
令
和
５
年
６
月
８
日
…
６
月
議
会
で
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
大
会
中
止
に
よ
る
２
３
７
万
円
の
削
減
予
算
の
提
案
。

 

・
令
和
５
年
６
月
12
日
…
予
算
決
算
等
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

教
育
委
員
会
か
ら
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
の
中
止
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
て
議
案
審
議
。

● 

議
会
の
対
応

　

予
算
決
算
等
常
任
委
員
会
で
は
、
担
当
課
か
ら
中
止
に
至
る
説

明
を
受
け
審
査
を
行
っ
た
。

①
こ
の
大
会
は
、
町
内
外
か
ら
の
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

を
得
て
、
25
年
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
地
域
振
興
に
も
貢
献

し
て
き
た
。

②
こ
の
重
要
な
大
会
を
、
議
会
と
の
協
議
も
な
く
中
止
を
決
定
し
、

関
係
機
関
へ
周
知
し
た
こ
と
は
、
か
な
り
拙
速
な
対
応
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　

以
上
の
観
点
か
ら
、
議
会
で
議
決
し
た
重
要
な
案
件
の
変
更
に

つ
い
て
は
、
議
会
と
十
分
協
議
を
行
う
旨
の
附
帯
決
議
を
町
長
に

提
出
す
る
こ
と
を
全
員
意
義
な
く
決
定
し
た
。

※
附
帯
決
議
の
内
容
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。
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・
面
積 

８
、７
８
２
．１
㎡

　
（
28
区
画
）

・
事
業
主
体

　

カ
ナ
ー
ト
プ
ロ
ダ
ク
ツ

　

株
式
会
社

　
（
米
子
市
両
三
柳

　

 

２
０
８
６
番
地
６
）

　

令
和
５
年
６
月
２
日
、
15
日
に
行
わ
れ
た
全
員
協
議
会
で
は
、

町
執
行
部
か
ら
の
説
明
を
受
け
、
議
会
協
議
を
行
な
っ
た
。

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

み
ん
な
が
知
り
た
い

み
ん
な
が
知
り
た
い　

安
酸　

昭　

氏
（
溝
口
）

　

中
曽　

和
好
氏
（
坂
長
）

　

野
坂　

悟　

氏
（
岸
本
）

　

加
川　

賢
明
氏
（
遠
藤
）

　

任
期

　

令
和
５
年
７
月
20
日
か
ら

　

令
和
８
年
７
月
19
日
ま
で

●
伯
耆
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
を

使
用
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
等
に
設
置
さ
れ
て

い
る
多
機
能
端
末
機
か
ら
印

鑑
証
明
等
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
規
定
を
定
め

る
。

●
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

１.

購
入
品

　

除
雪
機
械

　
（
除
雪
ド
ー
サ
８
ｔ
級
・

　

 

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
・
回
転
灯
等
）

(

一
部
抜
粋)

●
専
決
処
分
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
伯
耆
町

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
額
２
３
、０
６
５
千
円
増

令
和
４
年
度
の
同
会
計
の
歳

入
不
足
補
て
ん

●
専
決
処
分
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
伯
耆
町

索
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
額
１
１
、０
６
６
千
円
増

令
和
４
年
度
の
同
会
計
の
歳

入
不
足
補
て
ん

●
伯
耆
町
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

亀
山　

英
登
氏
（
久
古
）

　

畑　
　

嘉
夫
氏
（
福
居
）

　

長
谷
川
幹
子
氏
（
上
野
）

　

内
藤　

陽
博
氏
（
福
兼
）

議
会
回
答

１
．
伯
耆
町
開
発
指
導
要
領
を

は
じ
め
、
当
該
開
発
事
業

に
係
る
関
係
諸
法
令
等
を

遵
守
し
、
適
正
な
開
発
指

導
に
努
め
ら
れ
た
い
。

２
．
当
該
開
発
区
域
に
係
る
入

居
者
が
、
自
主
的
に
自
治

会
活
動
機
能
並
び
に
共
助

機
能
等
を
有
す
る
よ
う
町

と
し
て
も
適
切
な
指
導
、

助
言
さ
れ
た
い
。

２.

入
札
年
月
日

　

令
和
５
年
５
月
23
日

３.

契
約
金
額

　

１
、５
９
４
万
円

４.

契
約
相
手

　

日
本
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー

　

合
同
会
社　

島
根
営
業
所

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
事
故
に

　
つ
い
て（
説
明
）

・
事
故
発
生
日
時

　

令
和
５
年
５
月
16
日

　

午
後
４
時
40
分
頃

・
事
故
発
生
場
所

　

伯
耆
町
立
岩
地
内

　

清
山
踏
切
内

・
事
故
の
概
要

バ
ス
運
転
手
が
踏
切
の
警
報

音
に
気
付
か
ず
、
踏
切
内
に

入
り
、
閉
じ
込
め
ら
れ
、
遮

断
棹
を
押
し
て
踏
切
外
に
脱

出
し
た
も
の
。

議
会
と
し
て
再
発
防
止
策
の

徹
底
を
図
る
よ
う
意
見
が
で

る
。

●
開
発
協
定
締
結
に
係
る
意
見

聴
取
に
つ
い
て

・
開
発
内
容

　

分
譲
用
の
宅
地
造
成

・
予
定
地

　

伯
耆
町
坂
長
地
内

　
（
ス
カ
イ
タ
ウ
ン
隣
接
地
）

位置図

計画平面図
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６月定例会みなさんからの請願・陳情はこうなりました６月定例会みなさんからの請願・陳情はこうなりました

陳
情
番
号

結果

大
床
　
桂
介

上
田
　
博
文

片
岡
　
千
明

長
谷
川
　
満

杉
本
　
大
介

乾
　
　
　
裕

永
井
　
欣
也

杉
原
　
良
仁

一
橋
　
信
介

渡
部
　
　
勇

細
田
　
　
栄

幅
田
千
富
美

大
森
　
英
一

勝
部
　
俊
德

陳　情
第７号 地方財政の充実・強化を求める陳情 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

席 〇 〇 〇 〇 〇 −

陳　情
第８号

国に対し、適格請求書等保存方式（インボイス制度）
の延長・見直しを求める陳情

趣旨
採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

席 〇 〇 〇 〇 〇 −

陳　情
第９号

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、
２０２４年度政府予算に係る意見書採択の陳情

趣旨
採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

席 〇 〇 〇 〇 〇 −

（※）勝部俊德議員は議長のため採決に参加していない。

件　　名

議員名（議席番号順）

請願・陳情に対する各議員の賛否（令和５年６月定例会）

請願・
陳情番号

付託された
委員会 題名 提出者 付託した委員会の決定および

その理由
本会議

採決結果

陳 情
第 ７ 号

総務経済
常任委員会

地方財政の充実・
強化を求める陳情

自治労鳥取県本部
執行委員長

山口　一樹　他

　地方公共団体が担う役割は、年々
増大しており、公的サービスの質
の確保と地方公共団体の安定的な
行政運営を実現するためには、地
域の財政需要を的確に見積もり、
これに見合う地方財源を確保する
必要がある。

採択

陳 情
第 ８ 号

総務経済
常任委員会

国に対し、適格請求書等
保存方式（インボイス制
度）の延長・見直しを求
める陳情

インボイス制度を
考える

フリーランスの会
代表

阿部　伸

　本陳情は、令和 5 年 10 月から開
始されるインボイス制度の延期・
見直しするよう国に対して意見書
提出を求めたものである。
　このインボイス制度導入につい
ては、免税事業者である中小零細
事業者や個人事業主にとって税負
担の増加及び取引の制約が懸念さ
れる。しかし、このインボイス制
度導入は、令和元年 10 月の消費
税率の見直しの際に導入が決定さ
れたものであり、既に国及び事業
者においてこの間、開始に向けて
かなりの準備を進めてきており、
インボイス制度開始まで４ヶ月を
切った現在、インボイス制度の導
入の延期、見直しは、逆に事業者
にとって経済の混乱、不安を招く
恐れがある。よって本陳情は「趣
旨採択」すべきものと決した。

趣旨
採択

陳 情
第 ９ 号

教育民生
常任委員会

ゆたかな学びの実現・教
職員定数改善をはかるた
めの、2024 年度政府予算
に係る意見書採択の陳情

鳥取県高等学校
教職員組合

西部支部支部長
田中　繁　他

　本陳情は、2024 年度政府予算に
係るゆたかな学びの実現と教職員
定数の改善をはかるため、国の関
係機関に意見書提出を求めたもの
である。
　教職員定数改善については年次
的、計画的に政府予算に盛り込ま
れている。意見書案で提出を求め
ているゆたかな学びの実現につい
ては、本町では少人数学級の実現
など既に実施済みではあるが、陳
情者の願意は理解できる。

趣旨
採択
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内閣総理大臣等に提出した意見書内閣総理大臣等に提出した意見書

地方財政の充実・強化を求める意見書

　地方公共団体においては、急激な少子・高齢化にともなう、医療・介護など社会保障制度の整備、
子育て施策、人口減少下における地域活性化対策はもとより、デジタル化、脱炭素化、物価高騰
対策など、極めて多岐にわたる役割が求められている。
　しかし、現実に地域公共サービスを担う人員は不足しており、疲弊する職場実態にある中、新
型コロナウイルス、また多発する大規模災害への対策も迫られている。これらに対応する地方財
政について、政府は「骨太方針 2021」において、2021 年度の地方一般財源水準を 2024 年度まで
確保するとしているが、それをもって増大する行政需要に十分対応し得るのか、大きな不安が残
されている。
　このため、2024 年度の政府予算と地方財政の検討にあたっては、歳入・歳出を的確に見積もり、
地方財政の確立をめざすよう、以下の事項の実現を求める。

記
　
１．社会保障の維持・確保、デジタル化、脱炭素化、防災・減災、物価高騰対策、地域公共交通の再構築など、

増大する地方公共団体の財政需要を的確に把握し、それに見合う地方一般財源総額の確保をはかる
こと。

２．子育て、地域医療の確保、介護や児童虐待防止、生活困窮者自立支援など、急増する社会保障ニー
ズへの対応と、地方単独事業分を含めた十分な社会保障経費の拡充をはかること。また、人材を確
保するための予算の確保および地方財政措置を的確に行うこと。

３．地方交付税の法定率を引き上げるなど、引き続き、臨時財政対策債に頼らない地方財政の確立に取
り組むこと。

４．引き続き新型コロナウイルス感染症対策として、5 類移行後におけるワクチン接種体制や保健所も
含めた医療提供体制について、自治体での混乱が生じることのないよう、十分な財政措置やより速
やかな情報提供などを行うこと。

５．｢まち・ひと・しごと創生事業費」として確保されている 1 兆円について、引き続き同規模の財源確
保をはかること。

６．会計年度任用職員制度について、今後も当該職員の処遇改善に向けて、引き続きその財源確保をは
かること。

７．デジタル化における自治体業務システムの標準化については、引き続き「地域デジタル社会推進費」
に相当する財源を確保するなど、十分な財源を保障すること。とくに戸籍等への記載事項における

「氏名の振り仮名」の追加については、自治体において相当な業務負荷が予想されることから、現場
における意見を十分に勘案しながら、必要な経費を国の責任において確保すること。

８．森林環境譲与税の譲与基準については、地方団体と協議を行い、より林業需要の高い自治体への譲
与額を増大させるよう見直すこと。

９．人口減少に直面する小規模自治体を支援するため、段階補正を拡充するなど、地方交付税の財源保
障機能・財政調整機能の強化をはかること。

　以上、地方自治法第 99 条の規定に基づき、意見書を提出する。

　　　令和５年 6 月 16 日
鳥取県西伯郡伯耆町議会

〈提出先〉
衆議院議長　　
参議院議長　　
内閣総理大臣　
財務大臣　　　

総務大臣
厚生労働大臣　
国土交通大臣　
デジタル大臣　

農林水産大臣　
内閣府特命担当大臣（少子化対策　男女共同参画） ｝様



毎日6:30から
23:00まで

●マイナンバーカード
●利用者証明用電子証明書
 （数字４桁の暗証番号）
●手数料(１通あたり300円)

○ 住民票の写し
○ 住民票記載事項証明書
○ 印鑑登録証明書
○ 所得課税証明書

全国のコンビニ、
商業施設など

住所も名前も
書く必要なし

マイナンバーカードで
証明書コンビニ交付サービスが 開始！
伯耆町では、マイナンバーカードを利用して、全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で、住民票
の写しなどの証明書が取得できる「コンビニ交付」を
令和５年７月１日から開始しました。

●戸籍関係証明書はコンビニ交付に対応していません。

取得できる証明書

CONVENIENCE
STORE

やっぱりコンビニで
証明書出せるって
便利だなぁ♪

これだけは忘れずに
持っていきましょう
これだけは忘れずに
持っていきましょう
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一般
  質問
一般
  質問 町政町政 問う！問う！をを

4人の議員が
一般質問を行いました。
4人の議員が
一般質問を行いました。

基本ルール
　・質問要旨は事前に通告
　・持ち時間は１人60分
　・町行政に関係があるもの

基本ルール
　・質問要旨は事前に通告
　・持ち時間は１人60分
　・町行政に関係があるもの

伯耆町では１人60分の制限時間内であれば、
質問の回数に制限はありません。
　臨場感ある本会議場での傍聴を
　　　　　　　　　　お待ちしています。

伯耆町では１人60分の制限時間内であれば、
質問の回数に制限はありません。
　臨場感ある本会議場での傍聴を
　　　　　　　　　　お待ちしています。

一般質問とは、議員が町長等（執行機関）に対し、
町の行政全般について執行状況や将来の
方針等を問うものです。

一般質問とは、議員が町長等（執行機関）に対し、
町の行政全般について執行状況や将来の
方針等を問うものです。

スマートフォンなど携帯電話で一般質問の映像が流れる
YouTube の二次元バーコードはこちらです。

第74号 伯耆町議会だより
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令和5年6月8日　開催令和5年6月8日　開催
ページ 主　な　質　問　事　項 質問議員

12
1. 店舗の継続が心配される「Ａコープみぞぐち」への対応は
2． チャットＧＰＴの自治体導入に対する認識は　ほか

乾　　　裕

13
1. 西部広域エコスラグセンター 解体撤去
2. 二部保育所の再開条件は　ほか

細田　　栄

14 集落自治会と住民自治のこれからは 杉本　大介

15
1. 子どもの医療費無料化の実施は
2. 町のゴミ処理計画と西部広域の関連は　ほか

幅田千富美

第74号 伯耆町議会だより
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乾　

令
和
５
年
Ｊ
Ａ
鳥
取
西

部
で
、「
Ａ
コ
ー
プ
」全
４
店
舗

（
Ａ
コ
ー
プ
み
ぞ
ぐ
ち
含
む
）

に
つ
い
て
撤
退
と
継
続
の
両

面
か
ら
検
討
を
行
い
、最
終

的
な
判
断
を
理
事
会
に一
任

す
る
旨
が
決
定
し
た
。

　

県
の
対
応
と
し
て
は
、県

内
の
Ｊ
Ａ
関
連
ス
ー
パ
ー
の

閉
店
に
関
連
し
、各
市
町
が

策
定
す
る「
買
い
物
環
境
確

保
計
画
」に
応
じ
て
、財
政

的・人
的
な
支
援
に
取
り
組
み

は
個
別
対
応
す
る
方
針
で
あ

る
。

　

仮
に
閉
店
と
な
れ
ば
、直

売
コ
ー
ナ
ー
に
出
展
す
る
約

１
７
０
名
の
生
産
者
は
困
り
、

消
費
者
も
困
惑
す
る
だ
ろ
う

が
、本
町
と
し
て
の
対
策
は
。

町
長　
現
時
点

で
は
経
過
観
察

が
続
い
て
い
る

状
況
。
た
と
え

ば
店
舗
の
閉
鎖

と
な
れ
ば
、
溝

口
地
区
の
買
い

物
環
境
は
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

の
開
店
な
ど
も

あ
り
、
そ
こ
ま

で
大
き
な
影
響

は
な
い
の
で
は

と
見
て
い
る
。

生
産
者
の
販
路

確
保
に
つ
い
て

は
誰
が
ど
う
検
討
す
る
か
と

い
う
点
で
、
農
業
協
同
組
合

は
農
業
協
同
組
合
法
の
第
７

条
の
規
定
に
「
組
合
は
、
そ

の
行
う
事
業
に
よ
っ
て
そ
の

組
合
員
お
よ
び
、
会
員
の
た

め
に
最
大
の
奉
仕
を
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。」
と
い

う
重
要
な
規
定
が
な
さ
れ
て

い
る
。
従
っ
て
、
Ｊ
Ａ
鳥
取

西
部
は
組
合
員
の
た
め
に
ど

う
い
う
判
断
を
下
し
、
閉
店

に
よ
っ
て
生
ず
る
不
利
益
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を

す
る
か
検
討
さ
れ
る
と
思
わ

れ
る
。
町
と
し
て
今
の
段
階

で
動
く
こ
と
は
ま
だ
早
い
。

現
状
を
よ
く
注
視
し
、
対
応

の
結
果
を
受
け
て
町
と
の
連

携
と
な
れ
ば
協
議
は
行
っ
て

い
く
。

乾　
新
た
な
技
術
と
し
て
注

目
さ
れ
る
生
成
Ａ
Ｉ（
人
工

知
能
）に
よ
る
対
話
型
サ
ー

ビ
ス「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」。

コ
ス
ト
削
減
や
生
産
性
向
上

が
期
待
さ
れ
る
が
、自
治
体

導
入
に
対
す
る
認
識
は
。

町
長　
ま
だ
ま
だ
成
長
途
上

の
も
の
と
い
う
と
ら
え
方
を

し
て
い
る
。
得
手
不
得
手
が

あ
り
、
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
ど
こ
ま
で
起
こ
せ

る
の
か
、
な
か
な
か
分
か
ら

な
い
。
個
人
情
報
も
含
め
て

成
長
過
程
で
あ
り
、
早
急
に

導
入
す
る
考
え
は
持
っ
て
い

な
い
。

教
育
長　
学
校
現
場
に
お
け

る
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
の

活
用
に
つ
い
て
Ａ
Ｉ
に
よ
る

情
報
の
誤
解
答
な
ど
利
用
に

つ
い
て
は
様
々
な
懸
念
が
あ

る
。
文
科
省
等
で
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定
公
表
す
る
予
定

で
あ
り
そ
れ
を
受
け
て
、
ど

の
よ
う
な
活
用
が
で
き
る
か

検
討
し
て
い
く
。

乾　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
次
年
度
に

お
け
る
公
費
助
成
は
。

町
長　
国
の
対
応
が
決
ま
ら

な
い
と
何
と
も
お
答
え
で
き

な
い
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
こ

れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を

踏
ま
え
て
何
ら
か
の
総
括
が

為
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
を
待
た
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

店舗の継続が心配される「Ａコープみぞぐち」への対応は
現状をよく注視していきたい町　長

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
自
治
体
導
入
に
対
す
る
認
識
は

早
急
に
導
入
す
る
考
え
は

持
って
い
な
い

町　
長

ユーチューブ動画は
こちらから

乾　裕  議員

Aコープみぞぐち

ワクチン接種
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細
田　
本
町
に
立
地
す
る
エ

コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
は
解
体

撤
去
の
方
針
で
あ
る
が
、立

地
町
と
し
て
跡
地
利
用
を
要

望
し
な
い
か
。

　

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、

岸
本
工
業
用
地
と
一
体
的

に
民
間
事
業
者
に
よ
る
、分

譲
住
宅
地
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

細田　　栄  議員　

ま
た
、リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
の
将
来
は
。

町
長　
西
部
広
域
で
は
、
民

間
事
業
者
に
よ
る
事
業
の
可

能
性
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
、
本
町
と

し
て
は
更
地
に
な
っ
て
か

ら
、利
用
方
法
を
考
え
た
い
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
新

し
く
で
き
る
、
可
燃

物
処
理
施
設
と
一
体

的
に
整
備
さ
れ
る
た

め
、
将
来
的
に
は
閉

鎖
と
な
る
が
、
十
年

く
ら
い
は
現
状
維
持

さ
れ
る
見
込
み
。

細
田　

フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
パ
ル
の
支
配
人
を

は
じ
め
、イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
退
職
者

が
多
い
と
思
う
が
、

そ
の
要
因
は
な
に

か
。

町
長　
支
配
人
は
町

職
員
が
出
向
し
て
い
た
が
、

本
人
の
希
望
に
よ
り
定
年
の

一
年
前
に
退
職
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
退

職
が
多
い
の
は
、
独
立
希
望

の
多
い
職
種
の
た
め
異
動
が

頻
繁
に
起
こ
り
や
す
い
。

細
田　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
パ
ル

は
、境
港
市
、米
子
市
な
ど
に

新
し
い
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
、

競
合
と
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
会
員
数
が
減
少
し
て

い
る
が
、今
後
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
一
時
期
新
型
コ
ロ
ナ

の
行
動
制
限
に
よ
り
会
員
数

が
減
少
し
た
が
、
温
泉
施
設

の
大
規
模
改
修
完
了
に
よ

り
、
徐
々
に
会
員
数
が
増
加

し
て
い
る
。

　

溝
口
テ
ラ
ソ
は
軽
作
業
と

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
た
福
祉
施

設
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
。

細
田　
今
年
４
月
か
ら
休
園

し
て
い
る
二
部
保
育
所
の
再

開
条
件
は
、ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

福
祉
課
長　
少

子
化
で
園
児
の

伸
び
が
期
待
で

き
な
い
が
、
３

歳
か
ら
５
歳
ま

で
で
15
人
以
上

を
目
安
に
し
て

い
る
。

細
田　
大
原
企

業
分
譲
地
の
一

画
を
民
間
の
除

雪
基
地
用
地
と

し
て
売
却
し
て

か
ら
、二
シ
ー

ズ
ン
が
経
過
し

た
が
、い
ま
だ

建
設
に
着
手
さ

れ
な
い
の
は
な

ぜ
か
。

地
域
整
備
課
長　
来
年
春
頃

に
は
着
工
さ
れ
る
と
聞
い
て

い
る
。

西部広域エコスラグセンター 解体撤去
撤去後の利用計画は更地になれば検討する町　長

ユーチューブ動画は
こちらから

二
部
保
育
所
の
再
開
条
件
は

15
人
以
上
を
目
安
に
し
て
い
る

福
祉
課
長

二部保育所

西部広域エコスラグセンター
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杉本　大介  議員

杉
本　
集
落
自
治
会
の
形
成

の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
、

町
長
の
認
識
は
。

町
長　
み
ん
な
で
住
み
よ
い

社
会
に
し
て
い
く
た
め
に
、

意
見
を
出
し
合
う
場
や
議
論

な
ど
、
民
主
的
な
プ
ロ
セ
ス

が
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
こ

と
が
大
切
。

　

自
治
会
も
含
め
た
こ
の
基

礎
自
治
体
が
二
元
代
表
制
と

い
う
間
接
民
主
主
義
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
る
上
か
ら

も
、
非
常
に
大
事
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
身
近
な

地
域
や
基
礎
自
治
体
に
、
よ

り
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き

た
い
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段

で
参
画
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

杉
本　
移
住
者
や
未
加
入
者

へ
の
加
入
の
推
進
に
つ
い
て

は
、町
と
し
て
は
ど
の
よ
う

に
図
っ
て
い
く
の
が
よ
い
と

思
わ
れ
る
か
。

町
長　
自
分
が
暮
ら
す
地
域

に
関
心
を
持
っ
て
、
課
題
が

あ
れ
ば
、
ど
う
み
ん
な
で
解

決
し
て
い
こ
う
か
と
い
う
過

程
は
大
事
な
の
で
、
な
る
べ

く
自
治
会
に
入
っ
て
い
た
だ

き
た
い
し
、
活
動
も
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
が

基
本
路
線
。

　

町
で
は
転
入
さ
れ

る
際
に
は
、
窓
口
で

自
治
会
加
入
に
つ
い

て
ご
案
内
を
し
て
い

る
が
、
お
そ
ら
く
十

分
で
は
な
い
と
思
う
。

　

今
一
度
、
自
治
会

の
意
義
や
役
割
を
整

理
し
て
、
転
入
時
に

ペ
ー
パ
ー
を
お
配
り

す
る
だ
と
か
、
自
治

会
加
入
や
活
動
の
気

運
が
盛
り
上
が
る
よ

う
に
広
報
を
す
る
だ

と
か
、
も
う
一
段
、

取
り
組
み
を
進
め
て
み
る
こ

と
を
検
討
し
た
い
。

杉
本　
自
治
会
の
未
加
入
者

へ
の
防
災
や
、行
政
サ
ー
ビ

ス
の
情
報
周
知
等
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
フ
ォ
ロ
ー
を
し

て
い
る
か
。

企
画
課
長　
防
災
や
行
政
情

報
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
加

入
者
同
様
に
防
災
無
線
や

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、広
報
誌
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
。

　

自
治
会
加
入
未
加
入
に
関

わ
ら
ず
、
防
災
無
線
の
個
別

受
信
機
は
全
て
の
転
入
者
に

貸
出
、
伯
耆
町
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
加
入
推
進
、
広
報
誌

は
、
役
場
庁
舎
や
公
民
館
等

の
公
共
施
設
等
に
配
置
し
、

集落自治会と住民自治のこれからは
関心を持ってもらうよう努めながら、
新しい技術が導入できないか研究を続ける町　長

集
落
自
治
会
の
形
成
の
意
義
や
役
割
は

民
主
的
に
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
に

重
要
な
役
割
を
担
う

町　
長

ユーチューブ動画は
こちらから

希
望
が
あ
れ
ば
実
費

で
郵
送
も
し
て
い

る
。

杉
本　

今
後
、未
加

入
者
が
増
え
て
い
っ

た
時
に
、集
落
自
治

会
が
持
っ
て
い
る
メ

リ
ッ
ト
や
機
能
を
維

持
す
る
た
め
に
、ど

う
い
っ
た
策
が
考
え

ら
れ
る
か
。

町
長　
集
落
の
活
動

は
幅
広
く
、
体
を
使

う
部
分
に
つ
い
て
は

難
し
く
な
る
自
治
会

が
増
え
る
と
思
う
。

　

除
草
作
業
な
ど
、
体
を
使

う
よ
う
な
も
の
は
技
術
開
発

に
よ
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト
化
で
き

る
も
の
が
な
い
か
検
討
を
続

け
る
必
要
が
あ
る
し
、
見
守

り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
も
、
Ｉ
Ｔ
技
術
と

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
研
究
を

続
け
た
い
。

未加入世帯用のご案内

集落での除草作業
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熱中症対策として体育館にエアコン設置の考えは
エアコン設置は検討していない町　長

幅
田　
熱
中
症
で
亡
く
な
る

人
が
全
国
で
毎
年
千
人
を

超
え
て
い
る
。特
に
子
ど
も
、

高
齢
者
へ
の
対
応
が
急
が
れ

る
。

　

①
災
害
時
、避
難
所
と
な

る
体
育
館
な
ど
に
エ
ア
コ
ン

設
置
、②
高
齢
者
、独
居
高

齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
、見

守
り
、エ
ア
コ
ン
購
入
や
電

気
代
の
助
成
、温
湿
度
計
配

布
な
ど
、き
め
細
か
い
熱
中

症
対
策
が
必
要
で
は
な
い

か
。

町
長　
エ
ア
コ
ン
設
置
は
検

討
し
て
い
な
い
。
総
合
計
画

に
も
入
れ
て
い
な
い
。
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
あ
り
、
協

議
し
て
い
な
い
。

担
当
課
長　
避
難
所
運
営
と

し
て
換
気
、
ス
ポ
ッ
ト
冷
風

機
、
送
風
機
で
対
応
。
不
足

の
場
合
は
借
り
入
れ
も
可

能
。

　

熱
中
症
対
策
と
し
て
啓
発

や
公
共
施
設
、
図
書
館
、
公

民
館
の
利
用
を
呼
び
か
け
た

り
、
社
協
と
の
独
居
高
齢
者

の
声
掛
け
等
、
取
り
組
ん
で

い
る
。

幅
田　

県
は
、来
年
度
か
ら

18
歳
ま
で
の
医
療
費
を
完
全

無
料
化
す
る
方
針
を
示
し

た
。日
野
町
は
す
で
に
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、先
ん
じ
て

実
施
さ
れ
な
い
か
。

町
長　
来
年
４
月
実
施
の
た

め
、
こ
れ
に
む
け
て
シ
ス
テ

ム
改
修
、
条
例
改
正
を
実
施

す
る
。

幅
田　
今
年
か
ら
十
年
間
の

「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
」が
策
定
さ
れ
た
が
、

①
地
球
環
境
を
守
る
た
め

に
、２
０
３
０
年
ま
で
の
Ｃ

Ｏ
２
削
減
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

対
策
の
具
体
的
取
り
組
み

が
、明
確
に
さ
れ
て
い
な

い
。西
部
広
域
の
熱
発
電

大
型
ご
み
焼
却
場
建
設
計

画
が
影
響
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

②「
燃
や
さ
な
い
、埋
め
な

い
」を
目
標
に
関
係
市
町

村
と
撤
廃
と
さ
れ
て
い
る

が
、ど
ん
な
実
行
計
画
か
。

③
エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
は

稼
働
中
止
だ
が
、解
体
、

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の

動
向
は
。

町
長　
町
の
計
画
で
あ
り
西

部
広
域
が
整
備
し
よ
う
と
し

て
い
る
施
設
と
は
関
係
な

い
。
環
境
省
は
掛
け
声
を
か

け
る
が
、
技
術
も
用
途
も
進

ん
で
い
な
い
も
の
は
具
体
化

で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
後
退
さ
せ
な
い
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
る
、
西

部
広
域
に
町
と
し
て
意
見
を

言
う
も
の
で
も
な
い
。
計
画

で
は
エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー

は
解
体
で
あ
り
、
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
に
つ
い
て

は
、
正
副
管
理
者
会
議
に
ま

だ
報
告
は
な
い
。

ユーチューブ動画は
こちらから

幅田　千富美  議員

町
の
ゴ
ミ
処
理
計
画
と
西
部
広
域
の
関
連
は

町
の
計
画
で
あ
り

西
部
広
域
と
は
関
係
な
い

町　
長

岸本中学校体育館
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編

記

集
後

議会
の虫めが

ね

「議会だより」
に対するご意見

を

お待ちしており
ます。 【

編
　
集
】

  

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
　
片
岡
　
千
明

副
委
員
長
　
大
床
　
桂
介

委
　
員
　
大
森
　
英
一

委
　
員
　
杉
本
　
大
介

委
　
員
　
長
谷
川
　
満

委
　
員
　
上
田
　
博
文

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
不
自
由

な
生
活
を
強
い
ら
れ
、「
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
」と
い
う
が
、元

の
生
活
に
戻
る
か…

。こ
う
し

た
話
題
が
日
常
と
な
っ
て
い

ま
す
。し
か
し
、以
前
の
ペ
ー

ス
を
取
り
戻
す
こ
と
の
難
し

さ
を
、公
私
を
問
わ
ず
実
感
し

て
い
ま
す
。「
挫
折
感
」、「
物
価

高
」な
ど
、中
身
は
複
雑
で
す
。

課
題
を
精
査
し
、コ
ロ
ナ
以
前

の
潜
在
能
力
を
１
０
０
％
発

揮
で
き
る
環
境
に
、い
か
に
戻

す
か
が
問
わ
れ
ま
す
。広
報

委
員
会
と
し
て
も
、こ
う
し
た

視
点
で
紙
面
づ
く
り
に
汗
を

流
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
森
　
英
一
）

喫茶つなぎや“あいきょう”オープン
地域と共に地域と共に 地域の憩いの場を目指して

　
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、高
齢
者
の

引
き
こ
も
り
が
増
え
て
い
る
今
、

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
喫
茶
店
を

始
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　　
私
自
身
、高
齢
で
す
の
で
、無

理
せ
ず
の
ん
び
り
と
や
っ
て
い
き

た
い
で
す
。そ
の
な
か
で
、地
域
の

人
達
の
つ
な
ぎ
役
が
出
来
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
ま
り
商
売
と
し
て
考
え
て
い

な
い
の
で
、雨
宿
り
、バ
ス
の
時
間

待
ち
な
ど
気
軽
に
寄
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
全
然
慣
れ
て
い
な
い
の

で
、忙
し
い
時
に
は
、お
客
さ
ん
に

　
昨
年
、よ
う
や
く
引
き
継
い
で

や
っ
て
も
ら
え
る
方
が
決
ま
り
ま

し
た
の
で
、30
年
間
や
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　　
実
は
、65
歳
で
移
動
販
売
を
や

め
て
、溝
口
で
喫
茶
店
を
や
る
の

が
夢
だ
っ
た
ん
で
す
。た
だ
、引
き

継
い
で
や
っ
て
も
ら
え
る
方
が
コ

ロ
ナ
禍
も
あ
り
、な
か
な
か
決
ま

ら
ず
、延
び
延
び
に
な
っ
て
今
に

な
り
ま
し
た
。

　
移
動
販
売
で
、い
ろ
い
ろ
な
方

に
出
会
い
ま
し
た
が
、高
齢
者
の

方
は
、買
い
物
よ
り
、人
と
出
会

い
、話
が
出
来
る
こ
と
を
求
め
て

お
ら
れ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
５
月
18
日
、溝
口
分
庁
舎

前
に
、オ
ー
プ
ン
し
た
喫
茶
つ

な
ぎ
や〝
あ
い
き
ょ
う
〞に
お

邪
魔
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
ナ
ー
は
、長
年
、日
野

郡（
旧
溝
口
町
一
部
地
域
を

含
む
）で
、移
動
販
売
を
行
っ

て
こ
ら
れ
た
安
達
亨
司
さ
ん

71
歳
で
す
。

待
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

逆
に
暇
な
時
に
は
、家
内
と
二
人
、

何
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
が
、誰
か
と
喋
っ
て
い

た
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
先
日
、横
浜
市
に
住
ん
で
る
同

級
生
が
寄
っ
て
く
れ
て
、近
く
に

住
む
同
級
生
何
人
か
に
連
絡

し
、
一
緒
に
２
時
間
近
く
昔
話

を
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、帰
省

し
た
時
、寄
る
と
こ
ろ
が
出
来
た

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
そ
の
時
思
っ
た
の
は
、こ
れ
も

一
つ
の
つ
な

ぎ
役
な
の

か
も
し
れ
な

い
。こ
う
し

た
出
会
い

が
で
き
、み

ん
な
の
元

気
な
顔
を

見
れ
る
の

が
私
の
夢

か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

こ
れ
か
ら
、ど
の
よ
う
な
店
に

し
て
い
か
れ
る
考
え
で
す
か
？

オ
ー
プ
ン
し
て
、ひ
と
月
ほ
ど

た
ち
ま
し
た
が
ど
の
よ
う
な

状
況
で
す
か
？

最
後
に
な
り
ま
す
が
、安
達

さ
ん
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

移
動
販
売
は
何
年
く
ら
い
や

ら
れ
た
ん
で
す
か
？

何
故
今
、喫
茶
店
を
始
め
よ

う
と
思
わ
れ
た
の
で
す
か
？


